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近代文化研究所所員勉強会（平成22年度）要旨
第1回 平成22年7月15日
「アメリカと日本を生きた建築家J.H.モーガン 丸ビル建設のために来日，関東大震災にあい
横浜において復興に尽力，その後も生涯日本で活動したアメリカ人建築家」
関東学院大学教授 水沼 淑子
今回の講演では，筆者が2009年に上梓した『ジェイHモーガン アメリカと日本を生きた建築家』（関
東学院大学出版会）をもとに，モーガンのアメリカでの事跡，日本での作品，モーガンの人となりなどについて，
スライドを用いて紹介させていただいたほか，モーガンが日本に抱いた関心の根源は何であったかなど，本に
は書ききれなかった筆者の関心事についても言及させていただいた。その要旨を述べれば以下の通りである。
ジェイH.モーガンは，大正から昭和にかけて日本で活躍したアメリカ人建築家である。1920年，日本フ
ラー会社の設計技師長として来日した後，旧丸ビルなどの設計に関わり，フラー会社が日本を撤退した後も
日本に残り設計事務所を自営，1937年横浜で逝去するまで設計活動を続け多くの作品を残した。
モーガンは，1868年12月10日，ニューヨーク州バッファローで家具職人トーマスモーガンの息子と
して生まれ，アメリカ東海岸でフラー会社の仕事を数多くこなす。その後，建築家リードの導きで，ニュー
ヨークセントラルステーションの設計にも関わることになるが，リードの逝去を機に，1911年，ニュ
ーヨークマンハッタンのマディソン街で設計事務所を自営する。建築家としての人生は順調だったが，この
間，家庭生活は破綻する。自営して10年ほどが過ぎた1920年，フラー会社の日本進出に際し招聘され，既
に別居状態にあった家族をニューヨークに残し，単身来日した。モーガンが51歳の時だった。
1923年の関東大震災はモーガンに多くの仕事をもたらし，モーガンはフラー会社撤退後も日本に残った。
横浜を中心に，個人の住宅を始め，領事館や銀行，教会，学校，競馬場，病院など多様な建築を造りつづけ
た。時代は新しいモダニズムという建築を生み出していたが，モーガンが手がけるのは，過去の建築様式に
よってたつ建築だった。しかし用いるスタイルは幅広く，用途に応じて多様な様式を繰り出した。モーガン
はアメリカ時代に多様な経験を豊富に積んでおり，時代の先端を行く技術を用いながら施主の満足を得るこ
とのできる建築を造り続けることができた。
1937年，急逝したモーガンの晩年は「楽しい」人生だったという。50歳を過ぎて訪れた日本でモーガン
は仕事を楽しみ，人生を楽しみ，日本文化に深い関心を寄せながらその人生の軌跡を終えた。
モーガンの日本文化への関心は彼が手がけた仕事の中では十分に発揮できなかったが，1931年頃に藤沢
市大鋸に建設した自邸の建築には見事に表現されていたと考えられ，自邸のもつ意義は大きい。残念ながら
モーガンの自邸は2007年放火によって焼損したが，現在も市民を中心に再建に向けての努力が重ねられて
おり，再建される日の来ることを願ってやまない。
第2回 平成22年7月29日
「近代の食生活と食の教育」
東京家政学院大学名誉教授 江原 絢子
明治時代になっても，日本の日常食は，ご飯など主食が食事の中心であり，日々のおかずにバラエティー
を求める必要が少なかったと思われます。
しかし，西洋文化の影響を受けて，次第に日常食に関心が向けられるようになっていきます。家庭に新し
い料理や調理技術，食の知識をもたらした学校や社会の「食の教育」をたどりながら近代の食生活の特徴に
ついて解説しました。
内容は大きく3つに分けました。それぞれについて簡単に報告します。
1） 幕末の人々が出会った西洋近代科学である医学と西洋料理の事例
「栄養（または営養）」の訳語が1800年代の蘭学医杉田玄白や高野長英などによってすでに用いられている
こと，また松本良順『養生法』では，今日の栄養成分に近い内容を説明し，肉食の効用などを説いているこ
となど，江戸後期から西洋文化への接触がはじまっていたといえます。
2） はじめての西洋料理書に見る日常食への視点
明治5年，はじめて『西洋料理通』と『西洋料理指南』が刊行されました。この後も西洋料理の出版理由
には，体力の増強による富国強兵のために肉食のある西洋料理が推奨されるようになります。また，それら
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の料理書には，日常食への視点が示されているものが多いことが特徴で，日本の日常食にも影響を与えたと
いえるでしょう。
3） 家庭への新しい料理と料理技術の浸透
明治以前から少しずつ影響を与えてきた西洋文化が家庭に取り入れられるまでにはかなりの年月を要しま
した。1900年代になると，折衷料理を加えて家庭でも実施しやすい洋風料理を紹介した家庭向け料理書が
刊行されるようになります。また同じ頃，高等女学校など女子中等教育が整備され，調理実習や栄養学など
の教育が行われ，その影響もあり，とくに都市部では，すこしずつ日常食の充実がはかられるようになります。
しかし，このような形が広がりを見せるのは，栄養学が少しずつ浸透する1920～30年頃ですが，地域の
日常食にはそれほど大きな変化はなく，肉などもめったに食べることがないというのが現状でした。
しかし，明治から大正期にかけて，料理書や学校教育に加えて，『料理の友』や料理の通信教育などさま
ざまな食の「教育」を積極的に受けようとした名もなき女性たちが，その後の家庭料理を変えていく上で大
きな影響を与えていったことは確かなことでしょう。
第3回 平成22年11月19日
「『犬神家の一族』誕生の現場 横溝正史旧蔵資料から」
二松學舍大學教授 山口 直孝
二松學舍が所蔵する横溝正史旧蔵資料は，2006年6月，長男の横溝亮一氏が自宅物置の段ボール箱の中
から発見した大量の原稿草稿類を核としたものである。2007年に受け入れて以来，整理調査を進め，
『横溝正史研究』（戎光祥出版）ほかを通じて，成果を公表している。主なものとしては，草稿（約280点，約
5000枚），シナリオ（約300点），洋雑誌（約290点），洋書（約170点），雑誌新聞切り抜き（約370点）など
がある。世田谷文学館に所蔵されている横溝正史旧蔵資料と並ぶ一大コレクションであり，とりわけ大量の
草稿類は，創作過程を知る上で貴重である。正史は完全主義者であり，編集者には清書原稿しか渡さなかっ
たため，これまで執筆事情はほとんどわかっていなかった。今回の資料により，正史文芸の生成論的研究の
前進が期待できる。
正史は，200字詰め原稿用紙を愛用しており，下書きには，しばしば書きつぶした原稿用紙の裏を用いた。
基本的にノートなどは作らず，執筆に際しては同じ部分を何度も書き直す例が目立つ。定稿と内容は同じで
も，語句を頻繁に訂正することが多く，文章に腐心した様子がうかがえる。
草稿群は，執筆時期から，①1930年代（『真珠郎』ほか），②敗戦直後（『本陣殺人事件』ほか），③1950年前
後（『模造殺人事件』など），④1960年代後半（『首』改稿版ほか），⑤1970年代（『悪霊島』ほか）の5つに大別さ
れる。このうち，1950年代のものが残されたのは，正史が病気で倒れ，執筆中断を余儀なくされたことが
関わっていよう。作者としては，未完になった作品のことが気がかりであったと思われる。その中には，完
結した『犬神家の一族』の草稿も含まれていた。
雑誌『キング』に1950年1月から51年5月まで連載された『犬神家の一族』は，正史の代表作であり，
映画テレビドラマを通じて知名度も高い。これまでの調査により，『犬神家の一族』の草稿118枚を確認
することができた。注目されるのは，年表や系図を記したメモ類が含まれていることである。他の作品と異
なり，正史が人間関係の設定に相当悩んだことがわかる。何度も名前が改められた系図は，トリックではな
く，プロットから着想されたと作者の言う，『犬神家の一族』の例外的な成立事情を裏書きしていよう。ま
た，発見された草稿類は，連載第4回までのものであるが，第3回の「斧琴菊」の章のみ草稿が存在し
ない。筆の進み方が章により異なったようであり，華やかなドラマの部分より，伏線を配した箇所に書き手
は苦労していると言えよう。探偵作家ならではの制作事情がかいま見え，興味深い。
第4回 平成22年12月10日
「近現代の人形界」
日本人形玩具学会代表委員（株）吉徳資料室長 小林 すみ江
人形はものを言わない。しかし心して耳傾ける時，人知れず彼らの発する言葉の，いかに豊かなことであ
ろう。特にわが国の人形は，古来からの民俗，そして各時代の風俗と決して無縁ではない。それは日本人の
暮らしから生まれた一つの「文化のかたち」とも言えよう。またそれを育んだのは，泰平の江戸時代に始ま
った民間行事雛祭の風習であった。
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しかし，それが人々にあまりに近しい存在であったゆえか，「人形は玩具の一種」と見做す旧来の考え方
と，また分業制によるその製作方法とが災いして，明治以前の人形には，いかなる名作といえども殆ど作者
銘が認められない。そんな長い慣習にやや変化が見られるのは，漸く児童文化への関心が高まる明治後期以
降のことであった。
やがて昭和新時代を迎え，世相を反映した新しい人形が次々に誕生する頃になると，伝統的な日本人形に
も，時代に即した若干の変化が現れる。一方，昭和2年にアメリカから到来した所謂「青い目の人形」の返
礼に製作された「答礼人形」により日本人形の優秀性が社会の評価を得たのを契機に，心ある作者たちによ
る「人形芸術運動」が展開される。
そして昭和11年，当時の最も権威ある官展「帝展」に人形部門が設けられたことにより，創作人形は芸
術の一分野としての社会的地位を獲得し，ここに於いて初めて職業としての人形作家が誕生したのであった。
なおその頃は竹久夢二ら文化人たちの人形作りも盛んに行われて人気を呼び，平和の日々を背景に昭和戦前
はまさに「人形の黄金時代」であった。
苛酷を極めた戦中の月日が終焉を迎えるや，いち早く人形界は復活する。人間国宝もこれまでに7名を数
えた。しかし，今や終戦から65年，平穏とはいえ人々の意識や生活様式が刻々変化する現代社会の中にあ
って，人形界ではわざの衰退，また作品の類型化などが顕著である。従って今こそ，誰もが原点に立ち戻り，
日本の人形文化と優れた先師のわざとを真摯に学ぶべき時であろう。「初心忘るべからず」は，今日人形に
関わる者の全てが深く心に刻むべき言葉と思うものである。
以上，日本の人形が持つ独自の文化性と，また近現代，特に昭和初期における人形界の推移等につき，そ
の概略を述べさせていただいた。
第5回 平成23年2月17日
「家具の詩人森谷延雄」
家具道具室内史学会会長 小泉 和子
森谷延雄は大正時代を中心に活躍した家具デザイナーである。明治26年千葉県の佐倉に生まれた。大正
4年に東京高等工芸学校を卒業し，清水組設計部をへて大正11年以降，東京高等工芸学校で教鞭を執るか
たわら，木材工芸学会結成に尽力し，常任幹事として活躍，学会誌『木材工芸』の編集，執筆に従事する一
方，国民美術協会会員として協会主催の展覧会に作品を出品し，『小さき室内美術』『西洋美術史古代家具編』
『これからの室内装飾』などの著書を出版，「新しい家具装飾の展覧会附標準家具装飾メッセ」を開催し，洋
家具普及に努め，自ら家具研究グループ「木の芽舎」を結成するが，第1回展覧会の準備中，33歳で急逝
する。これが簡単にまとめた森谷の生涯である。
森谷延雄は家具の詩人であった。それもこの上なくロマンチックで可愛らしい詩を家具で奏でた詩人であ
った。たとえば国民美術協会の第11回展にモデルルームを作って出品した「ねむり姫の寝室」はグリム童
話に想を得たといい，「寝台も椅子も卓子もみな象牙色で，蔓草の実が烏瓜のように赤く，秋の景色に色を
つける夢をそのまま枕灯と」し，床の色は朱色，天井は薄紫，壁はさらに薄い紫で，壁には金の鋲を打ち，
ベッドのヘッド上部を頂点としてスカートが裾を引くようにローズ色の壁掛けをかけ，頂点には尖頭金星，
その下には聖母の輪光のような半円の金輪が輝いている，といった室内である。
木の芽舎の趣意書には「家具は美と生活を結びつけるものでなくてはならず，室内が美しい詩を物語って
くれるものであってほしい。」とある。
こうした森谷の作品に共通するのが初山滋武井武雄などの童画である。いずれも繊細にして愛らしく，
エキゾチックな香に満ちている。1920年代は日本における童画童謡，児童文学の黄金期であった。『子供
之友』『赤い鳥』に代表される芸術性の高い児童雑誌が相次ぎ発刊され，童画家や，詩人，作家達が活躍し
た。一方では自由学園，文化学院といった自由な学園の創立があり，また宝塚少女歌劇や松竹少女歌劇など
の「女子供」を対象とした洋風で都会的な芸能が市民権を得た。こうしたものは富国強兵，国家主義，男性
中心の明治時代には許されなかったものである。それが市民権を獲得したのは何と言っても大正デモクラシ
ーの影響である。森谷の家具もその意味ではまさに大正デモクラシーの申し子の一つである。
明治時代，日本に洋家具が入ってきて以来森谷延雄のようなデザイナーはいなかったし，その後も出てき
ていない。志半ばに亡くなってしまったこともあって，森谷の仕事はその後に続くことはなかったが，森谷
がいたということで日本の近代家具は美しく豊かなものとなったのである。
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